
交流と助け合いを通じて、
いつまでも住み続けられる
固有の環境を整える

平成 25年（2013 年）12月15日発行第７号

塩野町地域まちづくり協議会

～協議会の理念～
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　地域の名物料理が集結する地域の祭典を今年も開催。各集落か
ら 60人を超える方々にご協力をいただき、各集落のご馳走 13 品
が揃いました。地域外にもＰＲした今年は 380 人が来場し、地域
の味を存分に堪能していただきました。

秋の大収穫祭秋の大収穫祭
 

●食材はすべて塩野町地域内の生
産者から購入します。すべて地域産
材料でつくったこのコロッケを購入
( 食べる ) することで、『地域内に資
源とお金が回る仕組み』が成り立
ち、地域力が増します。仕組みが大
きくなると、雇用も期待できます。
この仕組みを浸透させ、地域力アッ
プにつなげたいと考えました。

食べる
（購入）

地域が
潤う

元気
（作物生産）

雇用
（製造）

郷土愛
資源とお金の循環が原動力

「地域元気循環プラン」

■商品詳細

～塩野町地域の豊かさを
　　実感していただくために…～

まちづくり
協議会は
考えました…。

製　造…大須戸の加工所で製造。
主材料（じゃがいも）…募集により、申込のあった方々の
じゃがいもを優先に使用（大須戸・早稲田・小須戸）
副材料（玉ねぎ・人参）…現在は大須戸産を使用

≪販売店≫
加藤食料品店 ( 大須戸 )・三好屋 (塩野町 )
富樫精肉店 (早稲田 )・農家民宿ひどこ ( 大須戸 )

≪開発 history≫≪開発 history≫

商品化するということは、大変なことですよね。
製造する条件から食材の管理・商品そのものの味など…
私たちは、商品完成へ向けて会議を重ね、意見を出し合い
ました。
そしてようやく完成することができました。
手づくりで素朴な『昔ながらの家庭の味』まちづくりコロッ
ケを、どうぞよろしくお願いします。

販売を始めました！
１パック (５個入り ・冷凍 )

￥３５０円
去る、11月10 日塩野町地域まちづくり協議会による大収穫祭が昨年に引
き続き行われました。
　あいにく雨が降りしきるなか、各集落のスタッフは前日の仕込みからで朝
から大忙しでした。
　10時の開店と同時に、一般の来客が徐 に々増え、一時間あまりで体育館
は満席となりました。
　冠婚葬祭には欠かせない料理や、昔なつかしい味、それぞれの集落の持
ち味を活かした郷土料理は、お膳に入りきれないほどで、皆さん大満
足しておりました。
　今は食文化が進みグルメブームですが、昔から伝授された味
は故郷の味といえるでしょう。
　私自身2回目の参加でしたが、来年は作る側でなく、一般者
として、この大収穫祭を堪能したいと思っております。

相馬 ひとみ

まちづくりまちづくり

コロッケコロッケ
塩野町地域
　まちづくり協議会

昔ながらの家庭の味昔ながらの家庭の味

 



　荒沢集落の南部に位置、標高約 230ｍに蔵王権現様
があり、山頂の社には、女性と蛙（かえる）の神様
が祀られています。
　蛙は雨の神様として、日照りが続くとここへ来てお祈
りし雨ごいを行ったり、また、『戦勝祈』絵馬が祀られ
ており、戦争へいった方が無事帰る（かえる）よう願
いが込められたとの言い伝えがあります。
　集落では、平成 24・25 年度集落等活性化支援事
業（まちづくり協議会助成事業）により、参道整備を
行い、木枕の手づくり階段 123 段が新しく整備され大
変登りやすくなりました。
　高台にあることから、原小須戸・塩野町・村上方面
の見晴らしが良く、毎年４月 22 日と５月７日にはお参り
を行っており、集落区民の無病息災をお祈りし
ています。

荒沢　小林 和春

　地域外へ転出された塩野町地域内出身者で、ご希望の方
に当通信を送付します。
ご親戚・ご友人など送付のご用命の方は、協議会役員また
は事務局にご連絡をお願いいたします。

地域外転出者へ
　　　通信を送付いたします。

編集後記

発　行：塩野町地域まちづくり協議会
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シリーズ⑦
地域のお宝箇所

スクラムネット観光部会から

松岡 地域の茶の間『ほがらか』

　今年も残すところわずか！「早い！早い！早い！」

　皆さんはどんな一年でしたか？私ごとながら一年を振り返って

みると、少しでも成長できたことがあればよかったのですが、残

念ながら何もなし。

　また今年も、日々の早さに流されてしまったような気がします。

　さて、まちづくり協議会も２年目、昨年よりはチームワークも

上がり何かとバージョンＵＰできたのではないかと思います！

荒沢　小林 和春

地域の茶の間地域の茶の間

　松岡集落、地域の茶の間『ほがらか』は、80 歳代７人・70
歳代２人・60歳代４人の13人です。
　６月は、理学療法士である上山さんから、「座ってできる体操」
を教わりました。
　７月は、高瀬温泉での丑湯治。８月は、弁当を取って昼食会。
11月は保健師さんに、健康についてのお話をしていただきました。
　活動は、毎月1回 10 時から12 時まで。お茶を飲みながら時
には野菜作り講習会になったりと、80 歳代の方からパワーをも
らいながら、みんな賑やかに活動しています

松岡集落　大滝 キミ子

結果は､全 29チーム中
第 ３位 大須戸大青会（大須戸）
第 14位 ＫＦＣ駅伝部（小須戸）
第 15位 早稲田走り隊（塩野町）
第 20位 塩野町☆走（塩野町）
第 23位 塩野町（塩野町）
第 26位 大須戸大青会α（大須戸）

第51回 朝日駅伝大会

　11 月 3 日（日）第 51 回朝日駅伝大
会が開催され総勢 29 チームが参加。塩
野町地域内からも６チームが参加しまし
た。その有志を写真で紹介します。
　多目的グラウンドを出発し、十川～布
部～関口～高根などを経由し再び総合グ
ラウンドに戻ってくる総延長 34.3km を
10人でタスキをつなぎます。
　秋に入り、集落などで選手が練習する
姿を見かけた方も多かったと思います。
　地域の財産である選手に、来年もご声
援をよろしくお願いします。

荒沢蔵王権現様
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